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　新庁舎の基本理念は「自治の基本に立ったまちづくりの拠点」です。また、市民の皆さんに愛され親しまれる「公園のような庁舎」を設計のコンセプトの一つにしています。敷地周辺の緑豊かな環境をいかし、庁舎の内と外とが連続する開放的な空間を作ります。耐久性と安全性も備え環境にも配慮した庁舎とします。

問：庁舎建設室　電話：0463-21-9608


現在抱える大きな課題は機能分散や災害対策


★どうして建設するの？

　昭和39年11月に建てられた現在の市役所本庁舎は、建設から46年以上が経ち老朽化が進んでいます。時代が刻々と変化する中、高度情報化への対応や、バリアフリーへの配慮など、難しい課題を多く抱えています。

　また、これまで市役所は、必要に合わせて増築や分庁舎の開設などを行ってきました。その結果、機能が4つの敷地（本庁舎・新館・豊原分庁舎・松原分庁舎）に分散してしまい、市民サービスや行政効率の低下を招いています。

　さらに、市役所は災害時の防災の拠点として機能しなくてはいけません。しかし、平成7年に実施した耐震診断では、現庁舎は現在の耐震基準を満たしていないという結果が出ています。このままでは、大規模地震などの災害時に建物が倒壊する危険性があり、防災拠点としての役割を果たせない恐れがあります。

　こうした問題を解消するために、新庁舎の早期建設が必要なのです。




★これまでの経緯

　市では、これまで庁内で検討を重ね、市議会や市民アンケート、懇話会などを通して、新庁舎のあるべき姿を探ってきました。また、有識者や市民委員などを交えた「平塚市新庁舎建設基本構想策定委員会」を平成19年8月に設け、新庁舎に必要な機能・規模などを検討してきました。そして平成22年に基本設計をまとめ、今回、新庁舎の実施設計が完成しました。
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▲市新庁舎建設基本構想策定委員会で市民委員を務めた飯田弘さん


　市役所は防災の拠点としての機能が必要ですね。市の財政力に見合う範囲で、耐震性に優れた新庁舎を建設するのを市民は望んでいるのではないでしょうか。

　緑地があり安らげる点や、バリアフリーで高齢者や障がい者に優しい点、駐車スペースの充実についても期待できますね。




周辺に調和し環境に優しい免震構造の新庁舎に


　新庁舎は次の4つの方針に沿って建設します。




①市民に開かれ親しまれる庁舎

・周辺環境とも調和を

　新庁舎の空間全体が、南側の八幡山公園から北側の文化公園へと続く緑の空間と調和するように、敷地内にも豊かな緑の環境を作ります。




・開放的な庁舎に

　市民が気軽に足を運ぶことができる開放的な建物にします。

　建物には表と裏の部分があるのが一般的ですが、新庁舎は北と南の両方向から出入りできる、表裏を感じさせない造りにします。内部と外部が連続する開放的な空間とし、親しみやすく気軽に立ち寄ることができる庁舎を目指します。

　また、市民や職員が打ち合わせや交流ができる「コミュニティラウンジ」を作ります。1階南側は確定申告や展示などに利用できる、市と国共用の多目的スペースとします。




②人と地球環境にやさしい庁舎

・誰にとっても使いやすく

　年齢や性別などを問わず、誰にとっても分かりやすく利用しやすい「ユニバーサルデザイン」の理念を取り入れ、案内標識や窓口のデザインなどに配慮します。

　障がいがある人や高齢者などへのバリアフリーにも配慮し、全ての階に「みんなのトイレ」を設置します。車いすやオストメイト（人工肛門・人工ぼうこう保持者）・乳幼児を連れた方にも使いやすいトイレです。また、外部から建物までの段差をなくして自由に移動できるようにするほか、車いすに対応したエレベーターや、誘導ブロックを設置します。




・環境に優しい建物のモデルに

　設計のコンセプトの一つとして、自然と建築の共生を目指す「高いレベルのグリーン庁舎」があります。環境に配慮し、省エネ・省資源対策のモデルとなる庁舎を目指します。

　屋上や壁面を緑化して熱負荷を減らすほか、地下免震層に貯まる、夏は涼しく冬は暖かい地中の空気を利用して、冷暖房の負荷も減らします。

　自然エネルギーを活用するために屋上に太陽光発電パネルを設置し、建物中央の吹き抜けの空間（エコボイド）を利用して、自然の通風によって換気をします。

　また、1・2階のトイレの洗浄水には雨水を利用して、水資源も有効に利用します。

　照明やエスカレーターには人感センサーを導入し、省エネを図ります。



[image: 高いレベルのグリーン庁舎図面]



③市民の安心・安全な暮らしを支える拠点としての庁舎

・市の防災拠点に

　市民の安心・安全な暮らしを守るため、防災拠点としての役割を十分に果たすことができる庁舎にします。情報分析・情報発信・危機管理や復興の拠点となる防災機能を導入します。3階には災害対策本部となる会議室を設け、隣接する消防本部とスムーズな連携が取れるようにします。屋上には航空消防活動を行うヘリコプターがホバリングできる緊急救助用スペースを設置します。




・災害時に機能する仕組み

　建物は免震構造です。地震による被害を抑えます。十分な耐震性や防火性も備えた造りとし、自家発電設備や貯留水槽など、災害時に庁舎が自立対応できる機能を備えます。

　電気設備では非常用の発電機を設置し、72時間の連続運転ができるようにします。発電機からは防災設備のほかに給排水や空調電源・情報機器などの保安用にも電力を供給します。停電への対策としては、2回線引き込み（予備線）方式を採用します。一方の配電線が止まっても、予備の回線に切り替えることで停電する時間を短縮します。

　災害対策本部の会議室などの空調設備は、都市ガスや電力といったライフラインの供給が止まることも想定し、発電機で動く空冷ヒートポンプエアコンを設置します。

　熱源用エネルギーには都市ガスと電力の2種類を採用し、一方の供給が止まった場合に動作ができなくなるリスクを減らします。
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▲飯田さんと同じく市民委員を務めた栗原和子さん


　実施設計を見て「いよいよ夢が形になってきたな」と感じています。

　市役所は災害時に拠点となる場所なので、しっかりとした耐震性のある庁舎だと安心できますね。また、近代的な建物でありながら緑化のスペースもあり、緑あふれる庁舎になる点にも期待しています。




④ 市民サービス、事務効率の向上を目指した機能的な庁舎

・市民サービスの向上

　窓口は市民の皆さんが利用しやすい低層階に集めます。転入・転出や転居など、異動に関わる届け出を受け付ける市民課を中心として、窓口を配置します。また、関連する手続きが必要な窓口を同じフロアに配置し、利便性を図ります。2階には市税に関する窓口を配置し、エスカレーターでスムーズに移動できます。平塚税務署も同じフロアに入るので、税の手続きも便利になります。1階には総合案内を設置します。




・庁舎の集約

　現在4か所に分散している市役所機能を、図書館や美術館・博物館といった文化施設や公共施設が近くにある現庁舎の敷地に集めることで、市民の利便性を高めます。




・サスティナブル（持続可能）な庁舎

　設計のコンセプトの一つは高いレベルの庁舎機能を有する「サスティナブル建築」です。耐久性を備え、維持管理費などを低減します。




★建設費は市と国で負担

　建設の費用は、総額で約127億円です。新庁舎には平塚税務署が入りますが、平塚税務署の建設費は国が負担します。

　市が負担するのは約113億円です。平成2年から積み立てている約71億円の庁舎建設基金と市債を財源にします。



[image: 新庁舎1階窓口・待ち合いスペース周辺完成イメージ図]

▲1階南側の入口から見た窓口・待ち合いスペース周辺




主な配置


屋上


航空消防活動を行うヘリコプターがホバリングする緊急救助用スペース


8階


議場・議会図書室・コミュニティラウンジ


4～7階


執務室・コミュニティラウンジ


3階


有事の際に災害対策本部となる会議室・消防本部・平塚税務署


2階


税関係の窓口・平塚税務署・緑の丘をイメージした屋上広場・食堂


1階


総合案内・戸籍や福祉関係の窓口・市と国共用の多目的スペース・駐車場
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▲1階多目的スペースの完成予想図

地下1階


駐車場

地下2階


機械室






[image: 現庁舎から新庁舎へ・・・・・・彫刻などを保存・活用]



　議事堂の東側と西側にある彫刻と本庁舎1階の市民ホールにある銅板のレリーフ、本庁舎の欄干を新しい庁舎でも活用します。

　左の写真は、平塚市議事堂の東側と西側にある巨大な彫刻。造形作家の小野襄（おのじょう）さんが手がけたもので、議事堂のシンボルとなっています。作品の保存を望む声を受け、新庁舎の敷地内に一部を保存します。1階の市民ホールにある銅板のレリーフ（下写真）も同じく小野襄（おのじょう）さんの作品です。新庁舎8階の議会図書室に併設したコミュニティラウンジ壁面に、ほぼ全形を保存します。

　また、半月型の曲線を持つ、特徴的な形の現庁舎の欄干を、ベンチとして再利用します。



[image: 1階市民ホールの銅板のレリーフ]

▲1階市民ホールの銅板のレリーフ



[image: 議事堂西側にあった彫刻]

▲議事堂西側にあった彫刻





[image: 建設のスケジュール]



　平成23年度は建築設計を完成させ、1期工事に着手します。

　現在1期工事に先立ち9月末まで議事堂の解体工事をしています。市議会は新庁舎の1期工事が完成するまでの約2年間は、勤労会館を議場として開催します。




〈今後の予定〉

▼平成23年10月　1期工事に着手

▽本庁舎の南側に、新庁舎の高層階部分と低層階の一部を建設




▼平成25年7月　1期工事が完成

▽新しく建てた庁舎へ引っ越しをした後、現庁舎を解体




▼平成25年10月　2期工事に着手

▽残りの低層階部分や駐車場棟、外溝などを工事




◆平成28年03月　2期工事が完成




[image: 空から見た市役所周辺航空写真]

▲空から見た市役所周辺




[image: 安全で信頼される医療　平塚市民病院の基本設計が完成]


　平塚市民病院（南原1-19-1）の整備事業の基本設計が完成しました。現在の敷地に北棟を残し、その西側に建設する地上6階地下1階の新棟と一体的に整備します。設計の詳細を決める実施設計を進め、この秋から附属施設の工事に着手します。

問：市民病院改築推進室　電話：0463-32-0015



　基本設計では、約1万8300平方メートルの敷地に、現在の地上6階地下1階の北棟に加え、地上6階地下1階の新棟などを建設します。病院の総延床面積は約3万5600平方メートルになります。総事業費は約107億円の見込みで、財源の大半を企業債で賄います。




3つの考え方


　安全で信頼される医療を提供するため、3つの考え方に基づいて新棟を設計しました。




①効率的な医療や快適さを実現し、周辺と調和した療養環境

　新棟中央部に大きな吹き抜け「センターアトリウム」を設けて、快適な空間にするとともに、動線を短縮し移動しやすくします。救急医療を支える手術部門やＧＩＣＵ（集中治療室）などを集約し、効率的で高度な医療を実現します。


②環境の変化などに柔軟に対応できる、安全性の高い災害医療拠点病院

　高い耐震性を確保するため、免震構造を採用します。医療環境の変化に合わせた間仕切り変更などにも対応できます。屋上には、ヘリコプター離着陸場を作ります。


③ライフサイクルコスト低減と環境負荷低減の両立

　吹き抜けのセンターアトリウムは、上部からの自然光を取り入れます。春秋や夏の夜間の外気温が低いときに外気を取り込みます。




地震に強い免震構造

　地震対策として、免震構造を採用します。水害対策として、電気室や熱源などの設備機械を最上階に設置します。また、病院全館の防災情報を一元的に管理する防災センターを整備します。




新棟の各階の配置

地下1階・1～2階　外来部門、手術部門、救急部門、中央待合（会計）、防災センターなど。

3～5階　集中治療室、各病床、リハビリテーション部門、小児・周産期センターなど。

6階　電気・機械室。

屋上　ヘリコプター離着陸場。




建設の進め方

　病院の診療機能を維持しながら、平成23年度～27年度末までの約4年半で、建設を進めます。オイルタンクなどの移設や仮設救急棟建設などの後、既存棟を解体し、その跡地に新棟を建設します。新棟と北棟の稼働後、南棟と仮設救急棟を解体し、敷地内のバスロータリーの整備などをします。



[image: 市民病院完成イメージ図]

▲南東上空から見た市民病院の完成イメージ図。左が建設する新棟、右が北棟。





津波避難ビルにご協力ください



　津波に備えて、一時的に地域住民が避難できる「津波避難ビル」を募集します。現在、市と自治会が連携して津波避難ビルの指定を進めていますが、迅速に指定するため、並行して公募も進めていきます。

　現地調査などにより、指定条件に該当すると認められ、市と施設所有者などで合意した場合、津波避難ビルとして指定するため、協定を結びます。市が配る津波避難ビルの表示シールを、ビル入口などに貼ります。

　ＪＲ東海道線以南の、次の条件を全て満たす市内の建物。①新耐震設計基準（昭和56年6月1日以降の建築基準法の基準）を満たす②鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造で、3階建て以上③3階以上の階に一時避難できる場所があり、地域住民らが避難できる④一時避難場所として、無料で使用できる。

募：防災危機管理課　電話：0463-21-9734ある津波避難ビルの協力関係書類を、9月30日（金）までに直接、同課へ。書類はウェブからもダウンロードできます。






応募方法



■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、
　8月8日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合@以下に

　city.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]





募集



明るい選挙啓発標語


　明るい選挙を進めるために役立つ標語の「一般の部」を募集します。

　中学生以下を除く市内在住の方。一人3作品まで。

募：はがきで、必要事項・年齢と作品を9月30日（金）までに、〒254-8686浅間町9-1選挙管理委員会事務局内の市明るい選挙推進協議会事務局　電話：0463-21-8795。同委員会のウェブから応募することもできます。



八幡山の洋館歴史講座～平塚の近代史～


　平塚の歴史を伝える旧横浜ゴム平塚製造所記念館（浅間町1-1）の歴史的な役割を学びます。講演会「火薬廠（かやくしよう）と工都ひらつか」と、周辺の戦争遺跡の現地見学をします。

　8月21日（日）午前9時～正午。旧横浜ゴム平塚製造所記念館など。30人（抽選）。持ち物は筆記用具・雨具・タオル・飲み物。

募：はがきで、必要事項を8月12日（金）までに社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



八幡山の洋館・秋季音楽演奏会の演奏者


　11月5日（土）・6日（日）に旧横浜ゴム平塚製造所記念館（浅間町1-1）で開く演奏会の演奏者を募集します。プロ・アマは問いません。5日はクラシック、6日は自由で、午前2組・午後4組（抽選）です。

募：郵送または直接、旧横浜ゴム平塚製造所記念館や社会教育課にある申込書を、8月5日（金）～31日（水）に、豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124。申込書はウェブからもダウンロードできます。



日本語ボランティア養成講座


　外国籍市民に日本語を教えるボランティアを養成します。受講生は市国際交流協会（年会費2000円）への入会が必要です。

　8月20日～11月26日の土曜日、午後1時30分～3時30分、全15回。松原分庁舎。40人（先着順）。5000円。

募：文化・交流課　電話：0463-25-2520


土器の拓本をとろう


　縄文土器の拓本からしおりを作ります。展示している土器の見学もします。

　8月23日（火）午前10時～正午。埋蔵文化財調査事務所（寺田縄43-1）。小学校3年生～中学生とその保護者16人（先着順）。持ち物はタオル・筆記用具。汚れてもいい服装で来てください。

募：はがきで、必要事項・学校名・学年・参加人数を〒259-1215寺田縄43-1埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981へ。



湘南ひらつか観光風景写生コンクール


　平塚八景などの市内の主な景勝地や、主な行事がテーマです。

　中学生以下の方、一人1点まで。画材は自由。サイズは四つ切りで、版画ははがきサイズ以上。

募：郵送または直接、作品の裏側に必要事項・学校名・学年を記入し、9月6日（火）までに〒254-0812松風町2-10平塚市観光協会　電話：0463-20-5110たは〒254-8686豊原町2-21豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107へ。



ハングルを学びませんか


　読み書きや文章のヒアリング・発音などを学びます。受講生は市国際交流協会（年会費2000円）への入会が必要です。

　9月8日・15日・22日の木曜日。10月以降は第1・第2・第3木曜日。午前10時～正午。松原分庁舎。12人（先着順・7人以下の場合は中止）。9月分は3000円、以降は3か月1万円。

募：文化・交流課　電話：0463-25-2520

[image: ハングルを学びませんか]


コンクールに応募しよう


①少年の主張作文コンクール

　市内在住・在学の小学校5・6年生と中学生。400字詰め原稿用紙3枚以内。原稿用紙に題名・学校名・学年・組・氏名を記入してください。

②あかるい家庭写真コンクール

　市内在住・在学の小学生。本人が前年9月以降に撮影した家族のＬ判の写真。一人1点。インスタント写真は応募できません。

募：学校で配る応募作品票を作品に添え、市内の公立小・中学校へ通う方は各学校へ。そのほかの学校に通う方は9月6日（火）までに青少年課　電話：0463-32-7029。応募作品票は同課のウェブからもダウンロードできます。



若者を支援　1日集中就職講座


　自己分析から面接対策まで就職活動に必要なノウハウが学べます。

　8月30日（火）午前9時30分～午後4時30分。教育会館。30歳代までの方25人（先着順）。

募：8月16日（火）から、就職応援塾　電話：0120-373-004（平日午前10時～午後5時）　FAX:0120-114-507へ。



ニート　親の支援講座と相談会


　働くことにためらいなどを感じている子どもを心配している親を支援します。全て同じキャリアカウンセラーが対応します。相談会は一人ずつ対応し、秘密を厳守します。

　いずれも勤労会館。市内在住・在勤の方。

講座　8月27日（土）午後1時～4時。15人（先着順）。

親の相談会　9月3日（土）・4日（日）、午前10時～午後5時。一人1時間程度。各日6人（先着順）。

募：産業振興課　電話：0463-21-9758


東海大学市民講座・語学


　10月1日～平成24年1月7日の土曜日、各90分授業、全12回。東海大学湘南校舎1号館（北金目4-1-1）。各コース30人（先着順）。

1万1000円。

英語　基礎的な日常会話。①受講経験者　午前11時5分②新規受講者　午後1時25分。

コリア語　①応用1・2　午前9時20分②入門・応用3　午前11時5分。

フランス語　①入門　午後1時25分②応用1　午前11時5分③応用2午前9時20分。

中国語　①入門1（全く初めての方）　午前9時20分②入門2（受講経験者向け）　午前11時5分③応用　午後1時25分。

スペイン語　入門　午前9時20分。

ドイツ語　入門1・2（受講経験者）　午前9時20分。

募：8月24日（水）から東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133（平日午前10時～午後4時）へ。各講座の詳細について、東海大学外国語教育センター　電話：0463-58-1211　内線4551で案内します。



東海大学でプログラミング入門


　マイクロコンピューターを使った学習ボードでＣ言語を習います。

　9月3日（土）・4日（日）、午前10時～午後4時、東海大学湘南校舎（北金目4-1-1）。プログラミングに興味がある高校生以上の方25人（抽選）。2000円。

募：往復はがきまたはメールで、必要事項・年齢・参加人数を、8月25日（木）までに、〒259-1292北金目4-1-1東海大学情報理工学部コンピュータ応用工学科第六研究室工作教室　電話：0463-58-1211　メール：lab6project.tokai@gmail.comへ。





[image: 災害情報などの発信を8月1日から強化　テレフォンガイド・ツイッター・エリアメール]



①テレフォンガイドで防災行政用無線の内容を発信

　防災行政用無線の放送内容を　電話：0180–99–4956（至急コール）で確認できるテレフォンガイドを始めました。確認できるのは放送後、1時間以内です。ひかり電話やＰＨＳ（簡易型携帯電話）などで0180がかからない方は　電話：0463-22-4956をご利用ください。通話料がかかります。




②ツイッターで災害・防災情報を発信

　災害時などの情報発信手段としてツイッターユーザー名「HiratsukaBosai」を始めました。アカウント名は平塚市防災危機管理課、URLはhttp://twitter.com/#!/HiratsukaBosaiです。警報や避難情報など災害時の各種情報発信をするほか、防災関連イベントなどの情報も提供します。




③エリアメールで発信

　市内の受信可能なNTTドコモの携帯電話に、情報を一斉配信するエリアメールを始めます。津波関係の各注意報・警報のほか、避難勧告などの防災情報も配信します。登録などは必要ありません。受信料もかかりません。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734



[image: 防災行政用無線の内容も確認できます]

▲防災行政用無線の内容も確認できます





[image: 市長こらむ　節電の夏]


　電力不足が懸念される今年の夏。昨年ほどではないものの、連日厳しい暑さが続いています。

　国は、東京電力管内における契約電力500キロワット以上の大口需要家を対象に、この夏に使用できる電力の限度を、昨夏の使用最大電力の15％減と定めました。企業では、夏休みの長期化やサマータイム制の導入など、さまざまな形で節電に取り組んでいます。

　本市でも本庁舎のほか、ごみ焼却場や総合公園、馬入ふれあい公園など7施設が対象となっており、この夏の危機に対応するため節電に努めています。

　例えば本庁舎では、空調機を1日4時間程度停止する時間を設け、28度運転を厳守するほか、執務スペースなどでの50％消灯や昼休みの全照明の消灯などに取り組んでいます。ご来庁の皆さまには、ご不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。

　福島第1原発の事故収束への見通しが立たない中、国では「エネルギー基本計画」を見直し、自然エネルギー重視への転換を打ち出しています。今回の事故を
機に、私たちは原子力に依存しない社会の在り方について考える時期を迎えたのではないでしょうか。

　私が子どもの頃は、各家庭にクーラーなど付いておらず、夏といえば、扇風機のほかには庭に打ち水をし、窓際にすだれをつるして日陰を作り、軒下に下げた風鈴の音色で涼しさを感じたものでした。

　体調を崩しては元も子もありませんが、昔ながらの知恵を生かしながら、無理のない範囲で、節電の夏を乗り切りましょう。皆さまのご協力をよろしくお願い
します。






平塚市長

[image: 自筆書落合克宏]





[image: 節電はまずエアコンから]



　夏の家庭の消費電力の約半分を、エアコンが占めています。エアコンの使い方が節電の大きなポイントになります。「室温は28度を目安に」「扇風機を合わせて使う」「すだれやよしずと合わせて使う」など基本的な対策のほか、ちょっとした工夫が節電につながります。

換気でまず熱を逃がしましょう

　　熱気がこもった部屋は、まず窓を開けて換気しましょう。無駄な電気を使わず、素早く部屋を冷やすことができます。

風量設定を変えましょう

　　エアコンの温度設定を下げる前に、風向きや風の強さを変えてみてください。同じ温度でも体感温度が下がり涼しく感じます。

「除湿」よりも「冷房」を選びましょう

　　温度設定に注意するあまり、「除湿」運転を選んでいませんか。蒸し暑い日は、「除湿」運転ではなく、「冷房」運転の方が節電に効果的です。「除湿」よりも除湿量が多く、消費電力も少なくなります。

　熱中症に注意して、水分・塩分を小まめにとり、無理のない範囲で節電に取り組みましょう。

問：行財政改革推進課　電話：0463-21–9604






[image: 平塚市・大磯町・二宮町　1市2町のごみ処理広域化案にご意見を募集]



　「平塚・大磯・二宮ブロックごみ処理広域化実施計画（案）」がまとまりましたので、市民の皆さんのご意見を募集します。

　計画案では「循環型社会形成を目指した3Ｒの推進」「住民・事業者・行政の協働によるごみ処理・リサイクルの推進」などの5つの基本方針を定め、計画期間を平成23年度～32年度の10年間としています。また、ごみの減量化の目標として平成27年度で一人当たりのごみ排出量を5％削減し、1日912グラムとすることなど、3つの計画目標があります。このほか、1市2町で受け持つごみ処理施設の配置計画や、施設の整備スケジュールなどをまとめています。この計画の中核施設となる（仮称）次期環境事業センターは平成25年3月に完成する予定です。

　計画案は、公民館・図書館・市民活動センターなどで閲覧できるほか、1市2町ごみ処理広域化推進会議のウェブhttp://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kouiki/index.htmlからもご覧ください。

説明会

　8月25日（木）午後7時～8時30分。青少年会館。

募：郵送・ファクス・メールで、意見と必要事項を8月10日（水）～9 月9日（金）に資源循環課　電話：0463-21—9763　FAX：21—9603　メール：g-kouiki@へ。1市2町ごみ処理広域化推進会議のウェブからも応募できます。
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お知らせ

市民平和の夕べ


　灯籠流しの灯籠は無料で貸し出します。1000個（先着順）。すいとんの試食、平和映画の上映、高校生のコーラスなどをします。

　8月14日（日）午後6時30分～8時。総合公園。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754


[image: 市民平和の夕べ会場の様子]

消防フェスティバル2011inひらつか


　はしご車の搭乗体験や、消防部隊の訓練の見学、消防用機器の実演と説明もあります。

　8月20日（土）午前10時～正午。雨天中止。総合公園。

問：消防署管理課　電話：0463-21-9614



駅前大通り線に駐輪施設を整備します


　駅前大通り線に自転車ラックを設置し、1列駐輪とする有料自転車駐車場を整備します。このため、駅前大通り線の自転車駐車場を当面の間、閉鎖します。

　雑然と自転車がとめられることで、交通安全や防災の面で問題が生じていました。1列駐輪により、自転車の出し入れをスムーズにするとともに、歩行者の安全を確保します。

問：くらし安全課　電話：0463-21-9840


[image: 駅前大通り線で駐輪施設を整備しています]

駅前大通り線で駐輪施設を整備しています


大学図書館を利用しませんか


　学校の身分証（生徒手帳）をお持ちください。

①東海大学湘南キャンパス中央図書館、11号館・12号館・13号館の分館

　8月1日（月）～31日（水）、午前9時～午後5時。土・日曜日と15日（月）～19日（金）を除く。高校生。

問：東海大学中央図書館　電話：0463-58-1211　内線2731

②神奈川大学平塚図書館

　8月4日（木）～9月20日（火）、午前9時10分～午後4時50分。土・日曜日と8月11日（木）～16日（火）を除く。中学生・高校生。

問：神奈川大学平塚図書館　電話：0463-59-4111　内線2100



譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。内容は市のウェブで確認できます。

譲ります　ベビーベッド・ベビーラック・チャイルドシート・スチール本棚・畳ベッド・芝刈り機（手押し）・毛糸・カーペットなど

譲ってください　おもちゃ（戦隊・ライダー）・ベビーバギー・電子ピアノ・剣道具一式

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301



湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操のほか、500円以上購入した方先着750人に、賞品が当たる抽選会の抽選券を配ります。

　8月28日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758当日午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



中地区児童生徒が語り合う集い


　学校での暴力やいじめの防止活動などについて意見交換をします。

　8月6日（ 土）午後1時～3時50分。教育会館。

問：指導室　電話：0463-35-8120



里親制度相談コーナー


　里親とは、家庭で生活できない子どもに家庭を提供して、養育する方です。里親制度に対する質問などをお受けします。

　8月18日（木）午前10時～午後3時。市役所本庁舎1階ホール。

問：神奈川県中央児童相談所　電話：0466-84-1600






[image: 平塚市文化財展　人形浄瑠璃の世界]



　市内に伝わる人形浄瑠璃を紹介し、末永く後世に伝えるため、人形や衣裳（いしょう）を展示します。期間中、前鳥座（写真）が8月13日（土）午後1時、湘南座は27日（土）午後1時30分から博物館1階相模の家で実演します。芝居の実演の後、人形と触れ合える人形教室も開きます。

　前鳥座は8月17日（水）まで、湘南座は19日（金）～9月2日（金）に展示します。18日（木）は展示替えのため、休みます。

　午前8時30分～正午。博物館2階情報コーナー。節電のため、博物館2階は原則として午後、閉鎖します。

問：社会教育課　電話：0463-35–8124



[image: 人形浄瑠璃]




健康と福祉


親子で朝ごはんクッキング教室


　①8月26日（金）②27日（土）、午前10時～正午。保健センター。3歳～就学前の子どもとその保護者各15組（抽選・7月の教室の参加者は除く）。一人100
円。

募：はがきで教室名・必要事項・子どもの年齢・希望日を、8月15日（月）までに〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



家族介護者交流教室


　体をいたわりながら行う介護のコツを教えます。市内在住の高齢者を介護している、または介護経験がある市内在住・在勤の方30人（先着順）。①9月1日（木）午前10時～11時30分。中原公民館（御殿2-17-38）。②9月6日（火）午前10時～11時30分。豊田敬愛ホーム（南豊田85-1）。

募：①はよろず相談センターごてん　電話：0463-31-6957はよろず相談センターとよだ　電話：0463-36-2501へ。



転倒骨折予防教室


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方。応募は年度内2回まで。持ち物はタオル・飲み物。③は水着・水泳帽も。

①ニチイ学館（宝町3-1）

　9月9日～10月21日の金曜日、午前10時～正午、全7回。15人（先着順）。

②旭北公民館（河内440）

　9月6日～10月18日の火曜日、午後1時30分～3時、全7回。25人（先着順）。

③プールで転倒骨折予防教室

　9月7日～11月2日の水曜日、午前9時30分～11時30分、全9回。レオスイミングスクール岡崎校（岡崎5815）。30人（先着順）。

募：①はニチイケアセンター平塚　電話：0463-25-6251午前9時以降）②は高齢福祉課　電話：0463-21-8778はレオスイミングスクール岡崎校　電話：0463-59-5511（午前10時以降）へ。



日赤の講習会


　9月11日（日）正午～午後4時。中央公民館。各20人（抽選）。1500円。検定試験があります。

①救急法基礎講習会

　対象は15歳以上の方（中学生は除く）。

②幼児安全法支援員の資格継続研修

　幼児安全法支援員の資格があり、認定の有効期限が1年未満の方。

募：①ははがきに講習会名・開催日・必要事項・生年月日を、②は郵送で講習会名・必要事項・生年月日と、以前に取得した資格認定証のコピーを8月19日（金）までに福祉総務課　電話：内線2148へ。②の認定証を紛失している場合は、事前に日赤神奈川県支部　電話：045-681-2123で再発行の手続きが必要です。



男性のための食育講座　～実践する～


　9月17日（土）午前10時～午後1時。保健センター。市内在住・在勤の男性40人（先着順）。400円。持ち物はエプロン・三角巾。

募：往復はがきで教室名・必要事項・年齢を、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



平日ボランティアスクール


　9月5日～10月24日の月曜日、午後1時30 分～3時30分、全6回。福祉会館。ボランティア活動を始めたい方など40人（先着順）。

募：電話または直接、氏名と電話番号を福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



点字（点訳）基礎講習会


　点字の基礎を学ぶほか、最終回は平塚盲学校（追分10-1）で校内の見学などをします。

　9月13日～10月11日の火曜日、午前10時～正午、全5回。福祉会館など。15人（先着順）。1650円。持ち物は筆記用具。

募：電話または直接、氏名と電話番号を福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



高齢者教養講座　初心者のオカリナ教室


　9月2日・16日、10月7日・21日、11月4日・18日の金曜日、午前10時～11時30分、全6回。南部福祉会館。市内在住の60歳以上のオカリナ初心者10人（先着順）。6000円（オカリナと教本の代金）。

募：電話または直接、必要事項・年齢を袖ケ浜20-1南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。



初心者手話講習会


　あいさつや自己紹介を学びます。

　8月22日（月）～26日（金）の5日間、午前10時～正午、全5回。福祉会館。小学生以上の手話初心者20人（先着順）。持ち物は筆記用具。

募：電話または直接、氏名と電話番号を福祉会館　電話：0463-33-0007へ。






[image: すこやかサポート市民病院⑤]


呼吸器内科

　近年、喫煙関連の2大疾患である肺がんと肺気腫が増加しています。遠隔転移のない進行肺がんの標準的治療は、放射線治療と抗がん剤投与の同時併用が一般的となっています。この同時併用治療は放射線科の協力により可能となっています。

　肺気腫の薬物治療も確実に進歩していますが、呼吸リハビリを並行すると、治療効果はさらに期待できます。週1回30分程度の通院呼吸リハビリを積極的に実施しています。

　高齢化社会を反映して、飲み込む機能の低下による誤嚥（ごえん）性肺炎で、入院する例が日常化しています。慢性の咳たん、微熱を繰り返す症例の中には、軽度の誤嚥がその原因と思われる場合もあり、通院でリハビリを行っています。

　検診などで胸部に異常な陰影を指摘された症例には、日常的に気管支鏡で検査しています（写真）。診断が困難な症例は、CTを使って患部に針を刺して組織を取る検査をするようにしています。

　また、医療工学技師、看護師、リハビリテーション科、麻酔科、救急科とチームを作り、人工呼吸器を使って入院している患者さんを週1回、回診しています。

❖市民病院　電話：0463-32-0015



[image: 気管支鏡で検査]




スポーツ


市民ハイキング


　長野県松本市の美ヶ原を1泊2日で訪れます。色鮮やかな紅葉を見に行きませんか。

　10月22日（土）・23日（日）。市民センター前に22日朝に集合。

問：8月10日（水）からスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。


[image: ハイキング]


スポーツ教室で体を動かそう


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るためにスポーツ教室を開いています。一緒に体を動かしてみませんか。

　会場は①～⑨は総合体育館、⑩～⑬はひらつかアリーナ。抽選。

①すっきり！　エアロビクス　9月2日～11日25日の金曜日、午後6時20分～7時20分、全12回。60人。5000円。

②初心者水泳　9月2日～10月4日の火・金曜日、午後6時30分～8時、全8回。40人。5000円。

③金曜太極拳　9月2日～11月25日の金曜日、午後7時10分～8時40分、全12回。60人。5500円。

④パワーヨガ　9月2日～11月25日の金曜日、午後7時35分～8時35分、全12回。80人。5000円。

⑤すっきりのびのび体操　9月7日～10月26日の水曜日、午前9時20分～10時50分、全8回。45人。2500円。

⑥水曜太極拳　9月7日～11月30日の水曜日、午前9時20分～10時50分、全12回。60人。5500円。

⑦はつらつ水中体操　9月7日～10月12日の水曜日、コース1は午前10時15分～11時、コース2は午前11時15分～正午、全6回。各60人。2500円。

⑧楽らくヨガ　9月8日～11月24日の木曜日、午前9時20分～10時50分、全10回。75人。3800円。

⑨アクアビクス　9月8日～10月20日の木曜日、午前10時30分～11時30分、全6回。45人。4000円。

⑩リズムウオーキングストレッチ　9月1日～11月24日の木曜日、午前9時30分～10時45分、全7回。80人。2500円。

⑪男性フットサル　9月1日～10月6日の木曜日、午後7時15分～8時45分、全6回。30歳以上の方40人。3000円。

⑫卓球　9月14日～11月30日の水曜日、午前9時30分～正午、全6回。初心・初級・中級の計100人。4000円。

⑬バドミントン　9月27日～12月20日の火曜日、午前9時30分～正午、全8回。3700円。

募：はがきで、教室名・必要事項・年齢を8月16日（火）までに〒254-0074大原1-1文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。


大相撲高砂部屋の夏合宿


　今年も高砂部屋の力士たちが訪れ、朝稽古（写真）をします。

　8月27日（土）・28 日（日）、午前8時開始。総合公園相撲場。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233

力士とふれあいわんぱく相撲

　力士と子どもたちが対戦します。その後は、ちゃんこを囲みます。

　8月27日（土）午前10時開始。市内の男子小学生30人（先着順）。

募：文化スポーツまちづくり振興財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102

[image: 朝稽古]




[image: 高砂部屋夏合宿の様子]


湘南国際マラソンのボランティアをしませんか


　11月3日（祝）に開催される「第6回湘南国際マラソン」で、選手の誘導や給水などをします。

　次の条件をすべて満たす個人またはグループ。①15歳以上で健康②10月29日（土）、11月1日（火）～11月4日（金）の5日間のうちの指定された時間・場所に集合できる③10月2日（日）、9日（日）、23日（日）に市民センターなどで開催する事前説明会に出席できる④外国人の方の場合、日本語の日常会話に支障がなく、日本語の読み書きができる。2500人（先着順）。

募：郵送またはファクスで、〒259-0011大磯町国府本郷438ＮＰＯ法人湘南スポーツコミュニティセンター　電話：0463-70-6668　FAX：71-1666へ。湘南国際マラソンのウェブからも応募できます。






[image: 湘南ひらつか　市民演劇フェスティバル]



　今回で10周年を迎える湘南の演劇の祭典です。公演に合わせて、10年のあゆみ写真展をロビーで開きます。中央公民館。

9月17日（土）　午後0時30分開場。

　午後1時　ホヌ・ミュージカル・カンパニー「わたしのたびしたぎんが～銀河鉄道の夜～」

　2時15分　湘南テアトロ☆デラルテ「ソープオペラ　特別編」

9月18日（日）　午後0時30分開場。

　午後1時　劇団きさく座「花・サケ・明日」

　2時15分　演劇集団群生「みんなわが子」

　3時30分　Move and Act Players(神奈川大学湘南ひらつかキャンパス演劇部) 「Heart to Heart～かけがえのない存在～」

　チケットは8月6日（土）午前10時から市民センター内の文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237・山野楽器　電話：0463-27-1930・ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097・レストランくすの木　電話：0463-34-0456販売します。電話予約は同時刻から文化事業課へ。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237


[image: 市民演劇フェスティバル]




市民相談




市民相談室

市：本庁舎1階　電話：0463-21-8764



◇一般市民

毎週月～金曜日、8時30分～正午・午後1時～5時



◇一般法律（予約制）

水曜日、午後1時～4時



◇行政

9月5日（月）、午後1時～4時



◇多重債務（予約制）

8月9日（火）・23日（火）、午後1時～4時



◇税務（予約制）

8月5日（金）、9月2日（金）、午後1時～4時



◇発明・考案・特許

8月23日（火）午前10時～午後3時



◇年金・社会保険・労災

8月9日（火）午後1時～4時



◇登記・供託（予約制）

8月12日（金）午後1時～4時



◇下請取引

8月16日（火）午後1時30分～4時



◇住宅（新・改築）

8月16日（火）午後1時～4時



◇不動産

8月19日（金）午後1時～4時



◇分譲マンション管理

8月22日（月）午後1時～4時



◇許認可各種届出

8月26日（金）午後1時～4時



◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／中国語：第2・4木曜日、いずれも9時～正午・午後1時～4時





子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013



◇来所

月～金曜日、午前10時～午後5時



◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時





こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843



◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：34-9076



◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311



◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分



◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830（ミミデナヤミナシ）　毎週月～土曜日、午前10時～午後6時30分



◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかります。





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333



◇法律（予約制）

9月13日（火）午後1時～4時。8月は休みます。



◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111



◇来所（生活習慣病の予防や食事・運動による病状改善相談。予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





療育相談室

福祉事業センター　電話・FAX：32-2738



◇子どもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前10時～午後3時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



◇手話案内　FAX：35−5770

金曜日、午前9時～午後0時30分



◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779



◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時





人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172



◇来所

8月16日（火）午後1時～4時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



◇来所（予約制）

8月25日（木）午後1時30分～5時





女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時






ヒラツカルチャー



中央図書館

〒254–0041浅間町12–41

電話：0463-31-0415　FAX：31–9984

休館日　8・15・22・29・31日



■中央図書館8月の特集展示

・平和の本

　8月30日（火）まで。2階貸出室。




■映画会

◆中央図書館〔平和映画会〕

　日曜日午前10時。3階ホール。

　8月7日　チョッちゃんの物語（アニメ）／14日　平塚大空襲～あの日焼夷（しょうえい）弾の雨が降った～（実写）／21日　白い町ヒロシマ（実写）

◆西図書館〔こども映画会〕

　火曜日午前10時30分。視聴覚室。

　8月2日　オバケちゃん（アニメ）／9日　ムーミン消えないおばけ（アニメ）／16日　トイレの花子さん（アニメ）／23日　おやゆびひめ・ながぐつをはいたネコ（アニメ）




■西図書館夏休みこども人形劇

　8月17日（水）午前11時と午後2時。西図書館視聴覚室。演目は「かもとりごんべえ」ほか。演者は、あとりえＭＯＯＮ。上演の20分前から会場前で整理券を配布。130人（先着順）。




■中央図書館で毎日ブックスタート

　8月～9月のブックスタートは、中央図書館こども室で休館日を除き毎日実施します。市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者が対象です。予約は不要です。午前9時～午後5時に母子手帳を持って参加を。








博物館

〒254–0041浅間町12–41

電話：0463-33–5111　FAX：31–3949

休館日　8・15・22・29日



■寄贈品コーナー「平塚空襲展」

　9月8日（木）まで。1階寄贈品コーナー。




■ろばたばなし

　8月21日（日）午後1時30分と3時。展示室1階相模の家。




■星を見る会「夏の夜空に親しもう」

　雨天曇天中止。博物館入口に集合。

　8月18日・25日の木曜日、午後7時～8時30分。




■プラネタリウム「銀河鉄道の夜」

　9月4日（日）までの水・木・土・日曜日（水・木曜日は8月25日まで）、午前11時・午後0時30分・3時30分。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。




■雑貨団プラネタリウム公演『「・」←ｄｏｔ（ドット）』

　8月26日（金）午後4時。60人。当日午前9時から博物館受付で観覧券を販売。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。




■参加者募集　夏休み体験学習

①地形模型を作ろう

 8月16日（火）・19日（金）、午前9時～午後4時。科学教室。小学校4年生以上で2日間とも参加できる方20人（抽選）。1800円。

②縄文人になろう

　8月20日（土）午前10時～午後4時。科学教室ほか。小学校4年生～中学生20人（抽選）。

募：往復はがきで必要事項を①は8月7日（日）②は10日（水）までに博物館へ。







文化　スポーツまちづくり振興財団

〒254–0045見附町15–1（市民センター内）

電話：0463-32-2237（文化事業課）



■国際音楽の日　記念チャペルコンサート　日本の歌 世界の歌Ⅱ

　10月7日（金）午後6時開場。ホテルサンライフガーデン　グランドビクトリア湘南。2000円（全席自由）。チケットは8月5日（金）午前10時から文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課・山野楽器　電話：0463-27-1930・ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097で販売。









美術館

〒254–0073西八幡1–3–3

電話：0463-35–2111　FAX：35–2741

休館日　4・11・19・25日


[image: 美術館開館20週年ロゴ]



■8月20日（土）は観覧料無料。

・花ひらくエコール・ド・パリの画家たち

　9月4日（日）まで。一般800円、高校生・大学生500円。

・アーティストin湘南Ⅰ

　9月11日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。




■ワークショップ

　会場は美術館アトリエ。抽選。

・みんなの光るどろだんご

　青・緑・ピンク・黄・紫の中から好きな色が選べます。

　8月24日（水）〔午前の部〕午前10時～午後0時30分〔午後の部〕午後2時～4時30分。小・中学生、各20人。小学校3年生以下は保護者同伴で参加を。1000円。

・スティックのりでかんたん染色　お絵かきフロシキ作り

　8月27日（土）午前10時～午後2時。小学生12人。500円。

募：はがき・ファクス・メールで、参加プログラム名・実施日・必要事項・年齢・ファクス番号またはメールアドレス・みんなの光るどろだんごは希望する部と色を8月11日（木）までに美術館art-muse@（メールの場合タイトルを「ワークショップ応募」に）へ。




■ミュージアムコンサート　みのりのカンタービレ　秋を奏でる

　10月2日（日）午後1時30分開場。1階テーマホール。250人（抽選）。チャイコフスキー弦楽四重奏曲第1番ほか。

募：往復はがきで代表者の必要事項を、8月19日（金）までに美術館へ。1枚で2人まで応募できます。




■市民アートギャラリー

8月2日（火）～7日（日）

ＪＲＰ湘南支部写真展、朱の会鎌倉彫展



9日（火）～14日（日）

平塚写真連盟展



16日（火）～21日（日）

薫風展湘南工房陶芸教室作品展



24日（水）～28日（日）

教員美術展



30日（火）～9月4日（日）

金田絵画サークル作品展、白谷美弥展「成長」
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9月4日（日）まで。特別展示室。



■展示解説■

　8月14日（日）午後3時～4時。




■自然観察さんぽ■

　定員は各15人（抽選）。小・中学生を優先します。

①夕方の金目川の鳥を見よう

　8月21日（日）午後4時～5時30分。金目川。

②夜の里山ハイキング

　8月27日（土）午後6時～8時。土屋地区。

募：往復はがきで必要事項を①は8月10日（水）②は16日（火）までに博物館へ。




■葉っぱモビールを作ろう■

　8月11日（木）午前10時～正午と午後1時～3時。科学教室。






今、会いたい作品


ハイム・スーチン「祈る男」


　リトアニア・スミロヴィッチの貧しいユダヤ人の家に、スーチンは生まれました。首都ヴィリニュスの美術学校で学んだ後、20歳でパリへ出て、当時多くの芸術家が集まって生活していたモンパルナスの共同アトリエ「ラ・リューシュ」に住むことになりました。困窮した生活の中、モディリアーニをはじめ、多くの芸術家と知り合います。

　「祈る男」は、ラ・リューシュで知り合った画商の勧めで、ピレネー山脈のほぼ東端、地中海に近い村セレに3年間滞在していたときに描かれました。モデルは村に住むラシーヌという老人。現在5点が確認される連作の一つです。

　スーチンの特徴として、ゆがめられた形、激しい筆遣い、強烈な色などが挙げられます。この作品でも一筆一筆に力を込め、自身の感情を解放するような表現が見られます。色や筆遣いは極端でありながら、構図はよく考え抜かれています。セレは、乾燥した空気、強い太陽の光と風に満ちた場所でした。遠い故郷を離れ、都会のパリからも離れて暮らし、自然のエネルギーを得て描かれた作品です。

（文：平塚市美術館学芸員　江口）

❖美術館　電話：0463-35-2111

　「花ひらくエコール・ド・パリの画家たち」（日程などは上欄）で展示しています。
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▲1920～21年
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　夏を代表する花木といえば、サルスベリを思い浮かべる方も多いのではないでしょうか。

　庭木としてなじみのあるのは、鮮やかな赤や紫、ピンクなどの大ぶりの花房を付けるインディカ種ですが、やや小ぶりの白花を雪のように付けるシマサルスベリもまた違った愛らしさがあります。シマサルスベリやその亜種であるヤクシマサルスベリは日本にも自生する種で、インディカ種がかかりやすい「うどんこ病」への耐性があるのが特徴です。県農業技術センターが作出した「ディアシリーズ」のうち「ルージュ」と「パープル」の2品種にもヤクシマサルスベリの血が流れています。




花菜ガーデンで見られる場所：枝百景（えだひゃっけい）の丘

　インディカ種とその交配種を中心に矮性（わいせい）品種など、約80品種240株を観賞できます。見ごろは9月下旬まで。




問：花菜ガーデン　寺田縄496-1　電話：0463-73-6170






広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は8月19日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ

平塚市企画部広報・情報政策課

〒254-8686　平塚市浅間町9-1

電話：0463-21-8761

FAX：0463-21-9613




広報ひらつかが届かない場合

お問い合わせは、（有）ミッド

電話：0120